
 

 

  

風の子便り 
KAZENOKO DAYORI 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

 子供たちと共に野菜を育てるのが好きです。気に

かけ手をかければ、そのぶん生長することがわかり

ます。栽培したものはやがて「食」となり、「体」に

なります。人間にとってかけがえのない仕事です。 

 さて、先日、カブに施肥をしたところ、次の日に

見違えるほどに緑がさえ、元気になっていました。

施肥の効果にこんなに驚いたのは初めてでした。 

 いつもやっていることなのにこんなに変化を感じ

る時があるなんて…。子供たちにもそんな時がある

んだよな、きっと…。そう思った冬の朝でした。 

アサガオで「遊びきった」 

 園庭の小屋のまわりに、4 歳児と先生が考えて

アサガオの苗を植えました。夏休みが明けて、

小屋の壁にはアサガオが絡まり、まるで「ツタ

が絡まる洋館」のようになりました。 

 小屋の中で色水遊びをするときは壁から花を

とってすぐに使えます。たくさん遊びました。 

 運動会のプログラムに染め紙を貼ってキレイ

にしようと考えた時は、アサガオの花から色を

絞って染め紙をしました。 

 枯れてからはもちろんたくさんのタネを収穫

しました。きっと来年も楽しめるでしょう。 

 ツルはリースにして造形展に展示しました。

お休みのお友達が来るようになるまで待った

「みんなで飾りをつけた」ステキなリースです。 

 もうすぐ冬休み。注連縄は難しそうなので、

残りのツルをぜんぶまとめて、ひもで縛って、

来年の干支「巳」の飾りをつくりました。 

アサガオと子供たちと先生が紡いできた物語は

これでおしまい！  

夢いっぱい、遊びいっぱい造形展 

たくさんの方に来ていただき、とても嬉しい

思いでいっぱいになった子供たち。造形展では

たくさんの笑顔に出会うことができました。 

自分がかいたりつくったりしたものを自慢げ

に紹介してから、上の学年の遊びの形跡をさも

自分たちがしていたかのように紹介する様子が

見られ、3歳児→４歳児→５歳児、その時その時

のよさを感じると同時に、成長の軌跡をたどる

こともできたように思いました。 

運動会と同様に「次は僕たちが」と、自分た

ちの「これから」に大きく期待をもったように

思えました。保護者の皆様もそんな思いだった

のではないでしょうか。 

さて、今回も２年生が見に来てくれました。 

感想シートでちょっぴり大げさに褒めてもらい、

嬉しさと共に入学への期待も膨らんだ５歳児の

面々でした。きっとこれからも、自分らしさを

存分に発揮して、アートを楽しんでくれること

でしょう。 

働かざるもの食うべからず。ダイコン畑で草引きをする 5 歳児 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年末年始、終わりよければすべてよし！一年の計は元旦にあり！ 今年の一字、新年への一字、来年こそは！の目標！言葉にすることが大事です。＾V＾ 

                                                                      

 おなまえ                      

 新年に向けて、期待をもって子育てを楽しみたいというメッセージをたくさんいただきました。 

  ステキな一年になりますように！ 

～副園長のおしゃべり～ 

 私が少年のころに両親に教わったことは、生活を便利にすることができる「道具」の使い方でした。 

肥後守という折り畳みナイフを持たせてもらって、鉛筆を削ったり、竹や割りばしなどその辺にあるもの

使って遊び道具をつくったりしていました。鋸と鉄鎚、釘が使えるとさらにいろいろなものをつくること

ができます。包丁と鍋、調味料の使い方がわかると美味しいものをつくることができます。教えてもらう

のは使い方で、つくるのは自分でした。とても創造的でわくわくする毎日でした。 

 今の少年たちは…。移動する時間、食べる時間、勉強する時間、ゲームをする時間、スマホを見る時間

寝る時間…。つくるのではなく、あるもの、与えられたもの、するべきことを消費するのに精いっぱいの

毎日のようにも思えます。もちろん、みんながみんなではないのですけれど…。持続可能な未来に向けて

何かできることはないかなぁ～なんて思っている幼稚園での子供たちとの楽しい日々です。 

アサガオのツルで作った大きな「巳年」の飾り、

みんなで力を合わせてつくったぞー！もういくつ

寝るとお正月～♪よいお年をお迎えください 

大学１年生の環境学習の一環で、田植え、

収穫、脱穀、籾摺りを経験し、お米のことを学

んだ４歳児。ごはんにも関心をもったようです。 

いろいろ考えながら作っているのだけれど、考え

ていることがぜ－んぶ言葉で漏れちゃって、しよ

うとしていることがまるわかりの４歳児の遊び。 

きれいな落ち場をタライに集めてお風呂にして

遊ぶ３歳児。自然の美しさやステキを体と心で

受け止めることができる純粋さをもち続けたい。 

造形展で５歳児の作品に興味津々の３歳

児。「これは火山」「これは恐竜」ここぞとばかり

に説明してアピールする５歳児。いいですね。 

砂場でビオトープの３つ目の池をつくろうとして

いる５歳児。水を止める黒いシートが必要！

と、作り方をよく知っているあたりがさすが！ 

季節のアルバム 

 


